20180121レムナント教会1部
まことの平安の所有者（創世記2:1-3）
私たちには、大小の様々な問題がいつもあります。それが人生というものではないでしょうか。しかし、その大小にかかわらず、すべての問題の根底の方には、本人は気づいていないでしょうけれども、不安というものがそこにあるということを覚えていただきたいと思います。その不安のゆえにねたみもあるし、また、不安のゆえに競争に走るときもあるし、不安であるがゆえに頑張るようにもなるし、それが少し大きくなっていきますと戦争にまで発展していくようになるものです。なぜ人間は、このようにしてまで不安を抱えて生きるようになるのでしょうか。なぜ不安から自由にならないのでしょうか。それに対して、いままで私たちは、また今現在もそのような信者の方がいらっしゃるかもしれないし、そして、世の中では当たり前に不安になるしかない不安要素があるからそうなるのではないかと思います。本当に不安要素があるから、これから何回大地震や津波が起きるかもしれないということで不安でしょうか。子どもというのは、このように進んで行くべきだという親なりに、また世間の常識なりのプランがあるかもしれません。それになかなか合ってくれないので不安なのでしょうか。通帳の残高の0の数があまりにも少ないので不安なのでしょうか。どちらがいいのかということはよく分かりませんが、私たちはそのように思っているわけです。でも、クリスチャンの私たちはそこを修正していかなければいけません。不安要素があるから不安になるのではなくて、実は、人間そのものが基本、不安な存在なので、そういう要素がすべて不安として現れるだけです。これは、クリスチャンの私たちしか分かりません。何も問題がなければ、波風が吹いて来なければ平安と思うでしょうが、人間そのものが不安を抱えて、不安にならざるをえない存在なのです。だから、すぐさま世の平安は壊れていくようになるでしょう。ですから、不安に打ち勝って本当の平安を味わわなければなりません。そして、不安の中にいる人々に、本当の平安、安らぎを分かち合うことができる人生を生きていかないといけません。もしそれができれば、肩書がどうなのか、給料がいくらなのか、どういう仕事なのかと関係なく、その人の人生は輝く人生であり、勝利ある人生になることは間違いありません。皆さん、全員にそれが許可されているのに、実際は、そういうことをなかなか味わえていないのではないかと思います。

なぜかと言いますと、不安がなぜなのかに対して、理解が間違っているので、平安を求めることも間違っているからなのです。ということで聖書を通して、まことの平安、安らぎというものはいったい何なのか、なぜ不安なのかということを正確に理解しなければいけないと思います。まことの平安というものは、状況、条件によって与えられたり左右されるものではなくて、創造の神様が、全能の神様が、人間に与えられました最初のプレゼントであり、最高の武器なのです。神様無くして安らぎと平安を語るということは言語道断です。だから、私たちはいままでいいなと思っていても長続きしないし、クリスチャンとして不安にならなくてもいいことなのにいつも不安に駆られて、自分が進むべき道をまっすぐ進むことができなくなるという繰り返しだったのではないかと思います。改めて申し上げます。まことの安らぎ、平安というものは、創造の神様が人間にのみ許され与えられた、しかも最初に与えられたプレゼントであり、その平安こそが人生に勝利するための最高の武器なのです。ですから、もし皆さんが、この神様から与えられた平安がなにか分からない、その平安を味わうことができない、なにかのことで不安を抱えているままの状態であれば、ある意味、人生の勝利は期待できないでしょう。それは武器がないまま戦争に臨むことと一緒だからです。
先週も申し上げましたように、人間はサルが進化して人間になったといった動物の延長線の存在ではなくて、神様が特別な意図と計画をもって造られました神のかたちです。神のかたちは、創造の神様ご自身がともにいらっしゃるだけではなくて、その人間の内側に入って内住するということを申し上げました。それが神のかたちの意味であり、人間の定義です。それが人間です。そして、内側に一緒にいらっしゃる神様がどういう方なのかと言いますと、創造の神様であり、完全なる方です。宇宙の中で完全なる方は、神様以外にはいません。どんなに優れた人間、自然、ものであっても、すべてが被造物であって、完全なる方は神様しかいらっしゃいません。そして、今日の聖書にも記されているように、その神様が6日間に渡って天地万物を創造されて、その創造のたびに「見るに良かった」とおっしゃいます。そして、最後に人間を造られて、創造のわざを完璧に終えられたとき、このように感想を述べられます。「見るに非常に良かった」。神様がなさった神のわざ、それは完璧、パーフェクトなのです。他は、パーフェクトという概念すら人間の側には見当たりません。神様ご自身だけが完全なる方であり、そして、神様がなさったことが完璧でパーフェクトなのです。そのような神様が人間の内側に内住して一緒にいらっしゃるがゆえに、自動的に与えられるものが平安であり、安らぎであり、聖書の表現で申し上げると安息なのです。神様が創造のわざを終えられて休まれたと記されていますが、その休まれたというのは、6日間仕事をして疲れたので少し休もうかという意味ではありません、神様には、疲れなどはありません。もうこれ以上、手を付け加える必要がないほど完璧だったというのが、その休みという言葉の意味です。そこで生まれたが安息というものです。安らぎ、平安というものは、神様を排除しては語れません。でも、私たちは、生まれながら神を知らないまま平安を求めて、なにかが不安で、その中でごじゃごじゃしてきたわけです。神様の恵みによって、神と出会うようになりました。やっとこういう話が聞けるようになった者なのです。だから、礼拝を心から愛して、この語られるメッセージに真剣に耳を傾ける者であれば、その人がどんな人であれ、私は保証し約束します。必ず勝利します。神様がともにおられることなので、それ自体がもう平安なのです。完全な方と完璧なみわざを背景にして、それにおんぶにだっこが平安なのです。でも、私たちは、夫から、奥さんから、子ども、社会、学校で、友達から、お金に、名誉に、様々なものに平安を求めているのではないでしょうか。そこは完全とパーフェクトがないわけなので、全部壊れていくものなのです。神様が一緒にいらっしゃる、そこにのみ平安があります。なぜかと言いますと、神様だけが完全で、神様がなさることだけがパーフェクトだからです。勘違いしないでください。
そして、私たちがその平安が具体的に味わえるようになる、心が本当に平安で満たされるようになるのは、その事実を信じるときなのです。他にはありません。もうすでにそういう状態なので、この安らぎ、平安は信じることです。なるほど、神様が私と一緒なのだね。そして、その神様は完全で、神がなさるすべてのこと、これから私の人生を備えて引っ張っていかれるようになりますが、それで完ぺきだということを信じるときに、すべての不安が飛んで行き、なにがあってもなにも思い煩わないで、まことの安らぎに満たされるようになります。そのような人は、その人を通して自動的に当たり前に神の力と栄光が流れ出るようになります。それが人生の勝利です。勉強にもそれが流れ出るようになるし、事業にも、自分の弱さにも、それが流れ出るようになるのです。そのまことの安らぎを保っている状態のときに。頑張って結果を出すということとは次元がまったく違う話です。そういう次元なので、勉強するときにも未信者と同じレベルで同じ苦労をしてついていけないときもあるし、事業や職場でも同じです。同じ仕事、同じ勉強をしているかのように思えて、同じ結婚のように見えるでしょうけれども、このまことの安らぎと平安を保っていく状態から、上からの栄光と輝きと力が流れ出るようになるものなのです。それが本来、人間が生きる生き方、生きる方法でした。先ほども申し上げましたように、人間を独立的に理解して、平安、幸せがなにかを議論したりすることはもはや無意味な内容なのです。人間は、人間独立的に平安になれるような存在ではありません。いつもまことの幸せ、安らぎというものは、神様からのものなのです。

でも、いままで皆さんが理解しているものは、どんなものだったでしょうか。また、改めて、皆さんに申し上げます。最高の武器である、それさえ正しく保つことがあれば、どんな不可能なことであっても、神の力が現れます。そのまことの平安、安らぎは、創造の神様が人間に与えられました最初のプレゼントであり、最高の武器だったのです。ですから、私たちが不安がる理由、人間にある不安というものは、不安要素があるからではなくて、このまことの安らぎの基であられる神様を離れることによって始まったものなのです。ぜひ覚えて、皆さんの頭の中にある、違っている刻印を修正していただきたいと思います。不安はこの神様を離れることによって始まったものです。それなのに、罪によって神様を離れてしまったので、霊的には麻痺してしまいます。それで不安がそこから来たものだということがまったくわかりません。いちばん最初の人間だったアダムとエバを見てもそれがよく分かります。アダムとエバが罪を犯して神を離れた途端、この平安が根こそぎ全部奪い取られて不安で不安でしょうがないものになりました。しかし、アダムとエバは、この平和の基であられる神様を離れたので不安だということを知ることができないのです。もう麻痺しているから。その結果、自動的に住所が間違ってしまいます。神様を離れてしまって、神様と一緒でなくなったというのが不安の理由なのに、その住所が分からなくなってしまったので、番地が違うところに行ってしまいます。私がいま裸なので不安なのですと。私たちもいつもそうなのです。お金がないから、障害を抱えているから、家庭環境がぐちゃぐちゃなので、あまり頭がよくないから、成績が上がらないから、周りが私のことをどう思うかなどを理由にして、それが不安要素であり、そこで不安の番地、住所がそこにあるかのように思ってしまうわけです。しかし、皆さんに申し上げましたように、不安はそういうものではありません。でも、あまりにも強く私たちの脳細胞に刻印されているので、噛みしめて、噛みしめて、繰り返して、繰り返して黙想して、皆さんに聞かせ続けなければなりません。番地が間違ってしまうと、対策も違うものになってしまうのです。だから、アダムとエバもその不安を解消するために、イチジクの葉をつづり合わせてスカートを作りました。それで不安が解消できると勘違いするわけです。なぜでしょうか。人間が悪いからではありません。不安の番地が間違っているからです。そして、どこか陰があれば自分の身を隠すわけです。そうすると、不安を解消できるか、あるいは、恐怖や恐れなどが少しは軽減されるだろうと思うわけです。そのような対策を立てるわけです。いまも同じです。不安に対しての番地が間違っているので、多くの人が自分なりに不安要素だと思っているものを削除しようとしています。不安から自由になろうと皆工夫して頑張っているのです。ひどい場合は、その不安要素が人間であれば、人間を殺そうかとまで思うし、あるいは、経済の問題であれば、その経済を補うことによって不安を解消しようとしたり、そのような対策を立てるしかありません。番地が間違っているので。それで思いどおりにいくかもしれませんが、そこで待っているのは、まことの平安ではないということがはっきり分かるようになります。そうすると、また違うものを求めないといけないし、結局はむなしくなるしかありません。その繰り返しなのです。
そして、自分なりに何か不安要素を解消する能力がないと、あるいは、そこでがっかりして失望した場合には、現実の世界とはかけ離れた何かで代替的なものを求めるのです。最近、よく言われている言葉が、いやしという言葉です。病気を治すという意味ではありません。メイドカフェのようなところは、普通の生活とは少しかけはなれているでしょう。でも、一般の生活の中で不安を解消することがなかなかできない人々は、そういうところに行って、一時的ではありますが、いやしを求めます。あるいは、ペットカフェのようなところに求めたり、そういった形で代価的なものを求めて不安を解消しようという動きもあるわけです。なぜでしょうか。別にそれが悪いというつもりはありません。ただなぜ自分が不安なのかに対して理由が正しく分かっていません。番地が間違っていると、その対策も全部違うものになるしかありません。また、一時的ないやしに終わらない場合は、それらの依存症みたいになり執着していくようになります。なぜなら一時的なものであって不安が消せないから、そのとき以外はまた不安なので、回数が増えるようになり、結局は依存症になり、それに捕らわれて奴隷の状態になるしかありません。それでもなかなかそこから抜け出すことができないでしょう。根本の方からその不安を解消することができないわけなので。このようにアダムのときから今に至るまで、結局はみな一緒です。不安が何なのか、どこから始まったのか、なにが本当の安らぎであり平安なのかという番地が正しくわかっていないと、こういう間違いの繰り返しに走るしかありません。
その結果、心の中には結局、このような傷が癒えないままずっと残ります。アダムも言いました。あなたが与えられたこの女のせいでと。女はこの蛇のせいでと。結局、その不安をもって誰かのせい、何かのせいにしてしまうのです。本当のことが分かっていないので。親のせい、いじめのせい、社会のせい。なぜなのでしょうか。正しく分かっていないからです。傷が傷のままであればいいのですが、人間は、霊的な存在であり、裏で目に見えない暗やみの力、悪魔、サタンが糸を引いているわけなので、それがどんどん固まって、ただの傷で終らずにどうやっても壊れない岩のようなものになってしまうのです。なにかのせい、誰かのせいというものが。神様の恵みによって、イエス・キリストを受け入れたのにもかかわらず、これが変わっていないままの状態であれば、なかなか神様の愛の祝福のメッセージがその人に心の中心の方に届かないでしょう。もちろんそれでも祈りつつ語り続けなければいけません。なぜかというと、その固いものを壊すことができるのは、神のみことばの他にはないからです。みことばには力があり、両刃の剣より鋭いものです。だから、同じことを繰り返すかのように思われて、つまんないと思うかもしれませんが、牧師は同じ内容は繰り返し、繰り返し語ります。ときには書き写しなさいと勧めるわけです。なぜかというと、皆さんも知らないでしょうけれども、違うものが入ってもう固まっているわけだからです。人間が悪いからではなくて、神を離れ不安でも幸せでも平安でも間違った理解が先に入って、それが固まっていて、いまの状態、いまの現象、いまの症状が現れるからです。覚えていてください。
ですから、人間に何より必要なまことの安らぎ、平安というものは、創造の神様と出会い、その神様と一緒になるときに得られるものです。しかもその神様が元通りに内側に入って内住するときに、そして、いまは一回それが壊れてしまったので、内住ではなくて、永遠に離れることなくともにおられる内住するようになるときにのみ、人間にはまことの平安、安らぎが与えられ、勝利の人生を歩むようになるわけです。つまり、そのときから正しい勉強、正しい良い行い、正しい仕事、正しい結婚ができるようになります。なにかに影響を受けて惑わされて引きずり回されるような人生ではなくて、てっぺんに立ってすべてを見分けて道を進んで行くようになります。まことの安らぎは、創造の神様と出会い、その神様が永遠に内住するときに、それが罪人である私たち人間には不可能なので、神様ご自身が人間を愛してこのまことの安らぎなしでは人生をきちんと生きていけないわけですから、これを取り戻すために約束されました。キリストをあなたがたに送ると。このキリストこそが、神様と出会い、しかも神様が永遠に内住するための道なのです。それで、そのことを覚えてもらうために、旧約のときには、安息日を定めてこれをしっかりと守りなさいとおっしゃいました。安息日を守るたびに何を思い起こすのかというと、ああそうだ、安息、キリストによってのみ、キリストの中にのみまことの安息、まことの安らぎがあるのだね。それを永遠に忘れないでもらうために、神様はそこまで配慮されたわけです。

そして、その安息の主であるキリストが、実際に世に来られました。この安らぎを失っていた私たちがまことの平安を取り戻すことができるすべてを成し遂げられました。その方がイエス様です。つまり、イエス様が、まことの安らぎ、まことの安息の道であるキリスト、その方です。ルカ6：5には、イエス様ご自身が、そういう意味でおっしゃいました。わたしが、人の子が、安息の主であり、安息日の主、その方なのだとおっしゃったわけです。イエスは、安息の主、キリストなのです。だから、イエス様は、私たちに向かって語り、招いていらっしゃいます。すべて疲れて、重荷を負っている者は、わたしのところに来なさい。わたしが、あなたがたを休ませてあげます。つまり、わたしが元通りにする。神を離れてどうしようもない不安の人生を歩くしかなかったそこから、神様が永遠に内住するようにしてあげるから、わたしの方に来なさい。他にはないと、安息の主、イエス様がおっしゃいました。そのイエス様が、本当にすべてを終えられた後、復活なさった後、ヨハネ20：21-22を見ると、弟子たちの前に現れたときの第一声が、「あなたがたに平和がありますように」でした。第一声です。何より人間に必要なのは、安らぎです。でも、神様から与えられた最初のプレゼントであり、最高の武器を全部なくしたでしょう。それをまた受けなさい。そのようにイエス様がおっしゃいました。そのイエス様が自らおっしゃいます。わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、だれひとり父のもとに来ることはできません。このイエス様がキリストであり、創造の神様と出会う、一緒になる、内住できる唯一の道なのです。他に条件はありません。どんなことがあろうが関係ありません。キリストであり、安息の主である、神様が内住するための唯一の道であるキリスト・イエス様、このイエス様をただキリストとして、救い主として信じることだけです。神は愛なり。信じるときに、どういうことが起こるのでしょうか。まことに、まことに、あなたがたに告げます。わたしのことばを聞いて、わたしを遣わした方を信じる者は、永遠のいのちを持ち、さばきに会うことなく、死からいのちに移っているのです。イエス・キリストを信じる者は、だれでもその瞬間、その人の内側に聖霊を通して神様が入って来られて離れることなく、また離すこともできないように、永遠に一つになって内住するようになります。あなたがたは、聖霊が宿る神の神殿であることが分かっていないのか。そのときにまことの安らぎ、まことの平安は回復できるようになるものなのです。他にはありません。

いま本当に悩みの種である旦那さんが変わるから安らぎが与えられるわけではありません。そこで求めていたので、番地が違うから、変わらなくても変わっても皆さんはだまされるだけなのです。まことの平安の番地を変えないといけません。そして、このイエスを通して与えられる平安は、これからは二度と奪われることのない絶対的な平安なのです。ヨハネ10：28-29、神の御手に捕らわれて誰も奪うことができないものです。ローマ8：39、どんな被造物もサタンも天使もキリスト・イエスにある神の愛から切り離すことはできません。だから、絶対的な平安なのです。アダムにあった、壊れてしまったその平安とは違う、絶対的な平安のためにイエスが十字架で血を流されてよみがえられたわけです。そういうことでヨハネ14：27、イエス様がおっしゃいました。わたしがあなたがたに平安を残します。この平安は、世が与えるものとは違うのだよと。何もないから平安、問題があれば不安、そういった種類、次元の平安ではありません。完全で完ぺきな神様ご自身がともにおられるから与えられる平安なのです。それを信じてください。地上にいながら、肉体の限界、弱さ、様々な条件、状況、環境中にいながら、そこでアップアップしていては平安を保つことはできません。皆さんの心と思いとたましいは、そこから引っぱり上げて御座の方に、絶対的なてっぺんの方に置いてください。そこはだれも手を出すことができないエリヤなのです。神がともにおられることによって、そこが私たちのいるところです。みことばを通して、黙想を通して、祈りを通して、私たちは自分自身をそこにしっかり持っていくことができるわけです。絶対的な平安です。ですから、死の影の谷を歩いていても、いつもどおりであれば不安で、不安でしょうがない、もう気がくるってしまいそうな状況でしょうけれども、私はなにも恐れません。主がともにおられるから。死の影の谷という恐ろしい状況が害することができない平安なのです。ピリピ4：6-7、何も思い煩わないで、祈りと願いをもって主を見上げなさい。そうすると、すべてにまさる神様の平安があなたがたの心と思いを守ってくださるだろう。これは刑務所の中で書いた手紙です。そこでパウロは最後に言いました。ピリピ4：13、私を強くしてくださる方にあって、できないことはなにもない。つまり、お腹がすいても満腹であっても刑務所の中でも外でも、私の平安を奪うことができるものは存在しないということです。勘違いしないでください。私たちはもう洗脳されています。問題があれば、心配事があれば、不安要素があれば不安になるしかない、不安にならないのがおかしいと洗脳されていますが違います。私たちに与えられているイエスの中にある平安、そして、そこにしか平安はありません。その平安は絶対的なものなのです。信じればいいのです。
ですから、いまから主の前に召されるそのときまで、皆さんの心にしっかり刻み込んでください。不安に打ち勝ってまことの平安、安らぎが得られること、それはイエス様の他に違うところで探し求めていてはだめです。それを止めましょう。番地が違います。それから、不安であることに対して、なにかのせいだと言うことはやめましょう。それに引っかかっている限りは、次に進むことはできないのです。そして、イエス・キリストにあって、なにがどうであろうが自分は世が与えることとは違う絶対的な平安の所有者なのだと宣言しましょう。そして、皆さんの生活の優先順位、生き方の優先順位を、なにをどうするか、正しいか正しくないかではなくて、この世が与えることとは違う平安、つまり、神が内住して永遠にともにおられるインマヌエルのこの祝福から与えられるこの平安を味わうことに優先順位を置きましょう。目の前で紅海が私たちを邪魔します。これをどうするかではなくて、インマヌエルの平安を味わうことを優先にし、そのあと紅海がどうなるのかは神様が決めることです。通帳に残高が少ない。それを見てああだ、こうだと思うのではなくて、インマヌエルの平安、残高が影響を与えることができない平安を味わうことを優先にしましょう。それを祈りと言います。いつも申しあげている内容なので、聖書の箇所は時間の都合で一つ一つ全部述べられませんが、キリストがともにおられ、聖霊が宿っているものであり、キリストのからだであり、そのような祝福を味わうことです。なにを食べるか飲むかなどは私のテーマではないし、この植民地がどうなるのかも私のテーマではないし、ただ一つだけ、聖霊が臨まれるとそのすべてを乗り越えて勝利の道を歩むことができる、これが平安です。皆さんが、この平安を味わうことに優先順位を置くと、皆さんを通して、このまことの平安を得ることのために備えられたたましいが皆さんに必ず起こされるようになるでしょう。そのときに証し人として、神から与えられている最初の、最高のプレゼントであるこのまことの平安、安らぎをその人に伝えることができる存在は皆さんしかいません。人々に、不安に打ち勝って勝利できるまことの安らぎと平安を伝えることができるものは皆さんしかいらっしゃいません。皆さんはそういう存在です。それが皆さんが生きる理由であり、生きがいです。そのためにまず自分がその平安の主人公である確信をもって宣言しつつ、状況、条件、環境に負けないでそれを信仰によって味わうことです。なにを心配しますか。なにが問題なのでしょうか。なにもありません。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。私たちに宇宙万物を治めることができる最高の武器であるまことの安らぎ、平安を与えてくださいました主の御名をほめたたえます。それら失っていたものをイエス・キリストによって完璧に永遠に取り戻して、永遠に奪われることのない平安の主人公となっていることを感謝いたします。イエス・キリストにあって自分が平安の主人公であることをしっかりと覚えて、そして、なによりこの平安を喜んで味わうことに優先順位を置くことができるクリスチャンにしてください。いま世の中には、日本中に、私たちのまわりに、この平安がなくてさまよい続けて苦しんでいるたましいがたくさんいますので、彼らにこのまことの平安を味わうことを紹介することができるクリスチャンになるようにひとりひとりを祝福してください。そういう意味で、自分の価値を改めて再発見することができるようにひとりひとりを導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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